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—L ---，，蒙し北．男女とも．屁じように自8の・に麗心をもち．
瓢＂勺瀧以 m祉；のデ→鴨組吋菫凶； m;
●吝翼うために店に行く蘊蟹は、男性の2~3ヶ，，に11llに
饒て、虹螂1カ国に1Illかう雌漏lt;!IK.蒙たそ

こで1翻に笠う愈瓢は平遠すると男笠約13,00(烹・女

—·胃鬱な男女雙がう，，がえるとのことでし
た．その他のつ,,1)1:!Jョ::,属濃開賣匹l::.l,て．餐轡墾・
塁用するサービスやその濃m鯉慮．っジッション

和駈T--ついで男年にやや量うItターンが
疇らかになり蒙した．しかし男女の9生のもつ生巴彙件の

轟＂男翫 t1人●らU澤いが．糾匹譴叩想い
なt:)吝害・するc.アンケート駆軍老性製の竃い如
は駅喝しされないI::.の見暴が述ぺられ葦した．
爾られ記耀蜀で噂戴そして聾曇でし記訊大賣鄭諏

撃い輯告でした．
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